
●
子
ど
も
の
家
庭
内
に
お
け

る
事
故
防
止
を
推
進
し
ま
す

子
ど
も
の
家
庭
内
に
お
け
る
事

故
防
止
を
目
的
に
、
区
役
所
・
消

防
署
が
連
携
し
て
啓
発
事
業
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
手
稲
区
の
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
元
気
に
育
つ

よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

●
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
の

整
備
事
業
を
進
め
ま
す

「
手
稲
駅
周
辺
地
区
あ
ん
し
ん

歩
行
エ
リ
ア
検
討
委
員
会
」
が
平

成
１６
年
度
に
ま
と
め
た
危
険
地
域

に
係
る
事
故
対
策
案
を
踏
ま
え
、

本
年
度
は
「
実
行
委
員
会
（
仮

称
）」
を
立
ち
上
げ
て
、
具
体
的

な
対
策
内
容
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

●
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
ま
す

新
川
な
ど
の
堤
防
が
決
壊
し
た

場
合
、
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域

と
避
難
場
所
な
ど
を
記
載
し
た
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

区
内
の
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

●
地
域
の
方
々
に
よ
る
ス
ズ

ラ
ン
と
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
保
全

の
仕
組
み
づ
く
り
活
動
を
行

い
ま
す

富
丘
西
公
園
の
ス
ズ
ラ
ン
群
生

地
と
、
星
置
緑
地
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
群
生
地
を
、
地
域
に
よ
り
保
全

し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

の
た
め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

区
役
所
を
変
え
る

人
・
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

●
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取

り
組
み
ま
す

窓
口
接
遇
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
に
見
え
る
形
で
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
庁
内
に
設

置
し
た
「
サ
ー
ビ
ス
ア
ッ
プ
検
討

委
員
会
」
の
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
経
費
削
減
や
事

務
事
業
の
見
直
し
・
効
率
化
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
を
進

め
、
区
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ

る
区
役
所
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
行
い
ま
す

●
道
路
を
整
備
し
ま
す

・
富
丘
通
は
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
と
の

立
体
交
差
上
部
工
事
（
Ｊ
Ｒ
線
横

断
部
分
）
の
ほ
か
、
歩
道
橋
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
工
事
及
び
斜
路
架
設
工

事
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
川

に
架
か
る
橋
り
ょ
う
の
新
設
な
ど

に
向
け
、
引
き
続
き
用
地
取
得
を

進
め
ま
す
。

・
新
発
寒
通
は
拡
幅
整
備
を
す
る

た
め
、
継
続
し
て
用
地
取
得
を
進

め
ま
す
。

・
稲
山
通
は
引
き
続
き
拡
幅
工
事

を
行
い
ま
す
。

・
西
宮
の
沢
・
新
発
寒
通
は
Ｊ
Ｒ

函
館
本
線
と
の
立
体
交
差
上
・
下

部
工
事
及
び
地
盤
改
良
工
事
を
行

う
と
と
も
に
、
わ
ら
び
橋
の
架
け

替
え
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
わ
ら
び
橋
架
け
替
え
工

事
前
に
、「
と
ん
ぎ
ょ
新
橋
」
を

平
成
１７
年
６
月
に
供
用
開
始
す
る

予
定
で
す
。

・
鉄
工
団
地
通
は
中
の
川
お
よ
び

三
樽
別
川
に
よ
り
分
断
さ
れ
て
い

る
、
稲
積
地
区
・
前
田
地
区
間
を

連
結
す
る
橋
り
ょ
う
の
新
設
に
向

け
て
、
継
続
し
て
用
地
取
得
を
進

め
ま
す
。

・
西
宮
の
沢
鉄
道
添
通
は
西
宮
の

沢
土
地
区
画
整
理
事
業
に
合
わ
せ

て
拡
幅
整
備
を
す
る
た
め
、
用
地

取
得
を
進
め
ま
す
。

・
曲
長
通
は
道
路
を
拡
幅
整
備
す

る
た
め
、
用
地
取
得
を
進
め
ま
す
。

●
公
園
の
整
備
を
行
い
魅
力

あ
ふ
れ
る
憩
い
の
場
に
し
ま

す
区
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
あ
る

前
田
森
林
公
園
は
、
平
成
１８
年
度

の
拡
張
整
備
完
了
を
目
指
し
、
今

年
度
は
広
場
、
あ
そ
び
場
、
園
路

の
造
成
を
行
う
予
定
で
す
。

●
う
る
お
い
と
憩
い
の
水
辺

空
間
を
つ
く
り
ま
す

手
稲
土
功
川
・
東
濁
川
・
富
丘

川
に
お
い
て
、
護
岸
工
事
を
行
い

ま
す
。

●
第
２
斎
場
（
火
葬
場
）
の

建
設
を
進
め
ま
す

平
成
１８
年
４
月
の
供
用
開
始
に

向
け
て
、
手
稲
山
口
の
約
４
万
㎡

の
敷
地
（
市
街
化
調
整
区
域
）
に
、

総
面
積
１
万
２
千
８００
㎡
、
地
上
２

階
建
て
、
火
葬
炉
２９
基
の
施
設
を

民
間
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
て
公
共
施
設
を
建
設
・
運
営
す

る
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
」
と
い
う
整
備

手
法
に
よ
り
建
設
し
て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
度
は
進
入
路
の
舗
装
、

植
栽
、
交
差
点
工
事
等
を
行
い
、

火
葬
場
の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
て

供
用
を
始
め
る
予
定
で
す
。

（
参
考
）
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
）
と
は
公
共
施
設
の
設
計
、

建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
等
を
、

民
間
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
て
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
手
法
で
す
。

●
住
居
表
示
の
実
施
と
一
部

町
名
整
備
を
行
い
ま
す

９
月
上
旬
か
ら
、
西
宮
の
沢
３

条
１
・
２
丁
目
、
同
４
条
２
丁
目

の
一
部
及
び
同
４
条
３
丁
目
の
全

部
の
区
域
を
対
象
に
、
分
か
り
や

す
い
住
居
表
示
（
○
番
○
号
）
を

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
西

宮
の
沢
３
・
４
条
２
丁
目
の
一
部

の
区
域
を
対
象
に
、
条
丁
目
の
町

界
を
変
更
し
ま
す
。
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